セミナー委員会より

中映協セミナー委員会では、今後のセミナー開催に向けて、皆様の意見を大いに参考にしていきたいと思います。皆様のご協力も、よろしくお願いいたします。

「中映協セミナー」2013.11.21
研修参加者 75名　懇親会参加者42名

以下アンケート結果です。（アンケート回収　35名）

1, 全体の印象
・具体的でわかりやすかった。（７）
・コンプライアンスをテーマにすると一般論的になりがち。



・コンプライアンスについて違う立場の方々からの意見は貴重だった。（1２）

・各局よくコンプライアンスを考え対応している。（３）

・発言しやすい雰囲気で活気あるセミナーだった。（５）
・不完全燃焼。
・P,Dと技術との間に、温度差を感じた。
 2, 良かった点

・取材時の注意点が参考になった。（２）
・議論のポイントが事前に準備され具体的な事例が効率良く聞けた。（７）

・ディスカッション方式は良かった。（２）

・コーディネーター和田氏の進行が良かった。（４）

・在名での意思統一は、できたのではないか。
 3, 改善すべき点
・事前アンケートを取るなどして質問に対する返答、議論ができるとよかった。（３）
・各局を代表している感があり、本音が出にくかったのでは。（２）

・具体的事例でどう対処すべきかまで討論すべきだ。（５）
・大事件時の報道現場で守られているかが問題。（１）

・トイレ休憩を設定して欲しい。
・セミナーの内容を補充する資料（プロジェクターや映像）があると理解しやすい（２）
・情報系だけでなく、報道、スポーツ、制作系にも広がるほうが良かった。（３）

・意見が交しやすい内容にすべき。
・コンプライアンスの意味および近年話題になっていることの説明があるとよかった。
・もう少し違った切り込み方で議論すべき。
 4, 今後のセミナーで取り上げて欲しいテーマ  
・ギャラでもめた話
・SNS活用法＆ルール（２）
・最新の撮影方法、技術的工夫に関するテーマ（２）
・系列局との関係

・制作費と番組の“質”関係

・コンプライアンス：各局が問題のあった具体的事例とその対応策を発表し合い他山の石をベースに問題事例を共有する。（２）
・４K、８Kの動向（３）
・定期的にコンプライアンスのテーマを取り上げてほしい。（２）

　－コンプライアンスには「常に正解」はなく、時代と共に解釈も変わる－

・シネマ制作の手法

・多種なテーマで、多くの開催を希望

・SNSとTV業界

・素材管理について

・プライバシーと著作権

・BPOとの関係

・「テレビ」の矛盾、今後のテレビ、インターネットとの共存

